
 
令和 8 年度宮城県小児在宅医療講演会および実技講習会に参加しました

（2026/7/19） 
 
テーマ：小児在宅医療、災害対策、人工呼吸器管理、個別避難計画、非常用電源 

会 場：仙台医療センター 3 階 大講堂・大会議室 

 

2026（令和 8）年 7 月 19 日（日）、仙台医療センターにおいて、宮城県主催による 

「令和 8 年度宮城県小児在宅医療講演会」と、宮城県小児在宅医療協議会主催による「実技

講習会」が連続して開催され、災害公衆衛生学分野の遠山裕湖特任准教授（客員）と、上廣

防災学寄附研究部門の髙橋利恵子助手が、グループワークファシリテーターとして参加しま

した。 

午前の部の講演会では、「災害対策」をメインテーマに据え、当事者のご家族や医療従事

者、支援者による多角的な視点からの講義や質疑が行われました。冒頭の講演では、東日本

大震災を経験されたご家族による講演や、被災当日からの支援状況に関する話題提供が行わ

れ、当時の切実な状況が共有されました。 

続くグループワークでは、「災害時に小児在宅医療患者のいのちをどう守る？」と題し、

参加者間で活発な意見交換がなされました。 

午後のセクションでは、「小児在宅医療の栄養管理」について、経腸栄養と、胃瘻の造設

方法とトラブル対応についての講演と、在宅人工呼吸器装着者の避難訓練の実例や仙台市 

独自で行っている災害時個別計画（パーソナルプラン）の策定事例、さらには非常用電源の

確保や指定福祉避難所の必要性について、具体的な手法や課題についての講義が行われ  

ました。 

講演会に続いて開催された実技講習会では、災害時を想定した電源を必要としない医療 

手技や機器の取り扱いに重点が置かれました。参加者は以下の項目の実技講習を医師や専門

家の指導のもとで行いました。 

 

・手動式吸引器/足踏み式吸引器の操作習得 

・バッグバルブマスクによる手動式人工呼吸器の設定再現 

・近隣で電源を貸し出してくれる「電源ドナー」の紹介 

・ポータブル電源の体験 

・内部バッテリーを持つ濃縮型在宅酸素機器や酸素ボンベの扱い 

 

また、在宅医療機器の実際の消費電力やそれに対応できる電源への変換などについて専門

家からの実演と共に解説があり、災害時の電源の確保だけでなく、変換の必要性や使用時間

の実際まで確認し災害時の医療機器の動作に関する課題について議論しました。 

本イベントには多くの医療関係者や行政担当者が参加し、小児在宅医療における災害時 

対応の重要性について認識を深め、実技による実践的スキルを習得しました。 

 

 

文責：髙橋利恵子（上廣防災学寄附研究部門） 

（次頁へつづく） 
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